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経緯　MM21 新港地区景観計画等検討 ‘07.11 ～ 08.3 横浜市／MM21 新港地区景観計画等継続検討 ‘08.6 ～ 09.3 横浜市　    　　 担当：中野、池田、笠間、佐々木

　2004 年の景観法、2006 年の横浜市景観ﾋﾞｼﾞｮﾝと横浜市魅力ある都市景観の創造に

関する条例制定を受け、これまでの新港地区の街並みづくりやその成果を引き継ぎつ

つ、新たな都市景観形成ガイドラインとして改定するための検討を行ったものである。

　既存の空間形成の基本方針に加えて、景観形成の骨格として、赤レンガ倉庫への通

景や、歴史やみなとらしさを演出するシークエンス景観、周辺地区からの見下ろし景

観などの新たな要素を加え、景観形成基準及び行為指針をまとめている。その検討内

容は平成22年 1月に策定された「みなとみらい21新港地区街並み景観ガイドライン」

として冊子にまとめられ、市HPにも公開されている。
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